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(百万円未満切捨て)
１．平成30年３月期の連結業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期 17,990 8.1 1,465 26.2 1,473 23.3 932 9.0

29年３月期 16,648 3.7 1,161 20.6 1,194 24.5 855 16.7
(注) 包括利益 30年３月期 1,001百万円( 11.3％) 29年３月期 899百万円( 98.2％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年３月期 46.63 － 5.1 5.7 8.1

29年３月期 42.76 － 4.9 4.9 7.0
(参考) 持分法投資損益 30年３月期 －百万円 29年３月期 －百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年３月期 26,257 18,397 70.1 919.90

29年３月期 25,245 17,836 70.7 891.81
(参考) 自己資本 30年３月期 18,397百万円 29年３月期 17,836百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

30年３月期 2,234 △1,664 △547 6,539

29年３月期 2,289 △1,866 △471 6,506
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年３月期 － 0.00 － 22.00 22.00 440 51.4 2.5

30年３月期 － 0.00 － 23.00 23.00 459 49.3 2.5

31年３月期(予想) － 0.00 － 24.00 24.00 50.0
(注) 29年３月期期末配当金の内訳 普通配当 21円00銭 記念配当 1円00銭
　

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 9,100 3.4 640 △18.7 740 △6.1 480 △16.8 24.00

通 期 18,300 1.7 1,300 △11.3 1,430 △2.9 960 2.9 48.00
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名)－ 、除外 －社 (社名)－
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期 20,000,000株 29年３月期 20,000,000株

② 期末自己株式数 30年３月期 36株 29年３月期 －株

③ 期中平均株式数 30年３月期 19,999,992株 29年３月期 20,000,000株
　

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手している情報及び合理的であ
ると判断する前提に基づいたものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
　また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予
想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」
をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善、個人消費や設備投資の持ち直し等を

背景に景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、世界経済においては景気は緩やかに回復しております

が、北朝鮮情勢の不安定化、中国をはじめとした新興国の景気下振れリスク、英国のＥＵ離脱問題、米国の貿易政

策による貿易摩擦の懸念等、依然として景気を下押しするリスク要素も多く、先行き不透明な状況が続いておりま

す。

超硬工具業界におきましては、上記のような経済の状況を受け、業界全体の出荷額が3,654億円（対前年度比332

億円増・10.0％増）と平成28年度を上回りました。また、当社製品の主な市場であります超硬耐摩耗工具の出荷額

においても、390億円（対前年度比11億円増・3.1％増）と平成28年度を上回りました。

こうした状況のなか、当社グループは前年度に引き続き「革新」を年度方針に掲げ、高品質・低コスト・短納

期・充実したサービスの向上に努めてまいりました。また、持続的な成長を目指し、①業務の効率化による収益率

の向上、②海外売上の拡大・国内市場の深耕、③成長分野への注力に取り組んでおり、業務の効率化の一環として、

平成29年５月に門司工場の生産機能を停止し、主に熊本製造所に生産を集約しております。なお、事業の成長、企

業価値の向上を目指し、平成29年４月12日に東京証券取引所市場第一部への指定替えを行っております。今後も株

主の皆様のご期待にお応えすべく、事業の成長、企業価値の向上を目指し、また事業を通じて社会に貢献してまい

ります。

超硬製工具類では、海外向けの溝付きロールや混錬工具、国内向けの冷間フォーミングロールや超高圧発生用工

具の販売が引き続き堅調に推移し、売上高は4,881百万円（前連結会計年度比7.9％増）となりました。

超硬製金型類では、自動車部品生産用金型の販売が好調を維持したことに加え、自動車分野において新規案件の

獲得も順調に進んだことにより、売上高は4,199百万円（前連結会計年度比2.4％増）となりました。

その他の超硬製品では、スマートフォン部品生産用や自動車部品生産用の超硬金型素材の販売が堅調に推移した

ことに加え、半導体生産用の超硬金型素材や半導体製造装置用部品の販売も増加し、売上高は3,970百万円（前連結

会計年度比7.3％増）となりました。

　超硬以外の製品では、引抜鋼管の販売が大幅に増加したことに加え、鋼製およびセラミックス製の自動車部品生

産用金型等の販売も堅調に推移し、売上高は4,939百万円（前連結会計年度比14.2％増）となりました。

その結果、当連結会計年度の売上高は17,990百万円（前連結会計年度比8.1％増）となりました。利益につきまし

ては、活況な市場に支えられ売上高が増加したこと等により、営業利益は1,465百万円（前連結会計年度比26.2％

増）、経常利益は1,473百万円（前連結会計年度比23.3％増）、連結子会社であるPT.FUJILLOY INDONESIAの減損損

失127百万円を特別損失に計上したこと等により、親会社株主に帰属する当期純利益は932百万円（前連結会計年度

比9.0％増）となりました。

なお、当社グループは耐摩耗工具関連事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しており

ます。

（２）当期の財政状態の概況

（資産の部）

当連結会計年度末の資産の部は、26,257百万円(前連結会計年度末25,245百万円)となり、1,012百万円増加いたし

ました。流動資産は14,938百万円(前連結会計年度末14,056百万円)となり、881百万円増加いたしました。これは主

に、受取手形及び売掛金が453百万円、原材料及び貯蔵品が205百万円、仕掛品が188百万円増加したことによるもの

であります。また、固定資産は11,319百万円(前連結会計年度末11,188百万円)となり、130百万円増加いたしまし

た。これは主に、工具、器具及び備品（純額）が80百万円、建物及び構築物（純額）が49百万円増加したことによ

るものであります。
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（負債の部）

当連結会計年度末の負債の部は、7,860百万円(前連結会計年度末7,409百万円)となり、450百万円増加いたしまし

た。流動負債は6,047百万円(前連結会計年度末5,545百万円)となり、501百万円増加いたしました。これは主に、支

払手形及び買掛金が538百万円、未払金が430百万円増加、流動負債のその他に含まれる設備支払手形が524百万円減

少したことによるものであります。また、固定負債は1,812百万円(前連結会計年度末1,863百万円)となり、51百万

円減少いたしました。これは主に、長期借入金が47百万円、リース債務が11百万円減少したことによるものであり

ます。

（純資産の部）

当連結会計年度末の純資産の部は、18,397百万円(前連結会計年度末17,836百万円)となり、561百万円増加いたし

ました。これは主に、親会社株主に帰属する当期純利益の計上により利益剰余金が932百万円増加、剰余金の配当に

より利益剰余金が440百万円減少したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ33百万円増加し、6,539百万円となり

ました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前当期純利益1,323百万円、減価償却費

1,069百万円の計上などにより2,234百万円の収入（前年同期は2,289百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは有形固定資産の取得による支出1,608百万円などに

より1,664百万円の支出（前年同期は1,866百万円の支出）となりました。この結果、フリー・キャッシュ・フロー

は569百万円の収入（前年同期は423百万円の収入）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは配当金の支払額440百万円などにより547百万円の

支出（前年同期は471百万円の支出）となりました。

（４）今後の見通し

当社グループの経営環境は、わが国経済においては企業収益や雇用・所得環境の改善、個人消費や設備投資の持

ち直し等を背景に緩やかな回復基調が続いており、また中国をはじめとした新興国の景気下振れリスク、米国の新

政権の政策動向等、先行き不透明な状況はあるものの、世界経済も緩やかに回復していることから、受注環境は当

面堅調に推移すると見込んでおります。

しかしその一方で、当社グループの原材料であるタングステンカーバイド、コバルト等のレアメタルの価格は上

昇傾向にあり、製造コストが上昇する懸念があります。

中長期的には当社グループの主要顧客が属する自動車産業において、各メーカーによる次世代自動車の開発競争

が国際的に一層激化することが予想されており、また、日本国内における少子高齢化・人口減少による市場縮小や

人材確保の競争激化等の懸念があることから、厳しい経営環境になることが予想されます。

このような環境のもと、当社グループは平成30年度(平成31年３月期)からの３ヵ年を対象期間とした中期経営計

画を策定し、企業価値の向上に向けて１．成長力・収益力の強化、２．顧客ニーズの変化への柔軟な対応、３．海

外展開の加速、４．新製品開発、新技術開発の重点施策を実施してまいります。

通期の連結業績見通しにつきましては、前期実績や今後の日本を始めとする各国・業界動向および顧客から入手

した生産計画・情報などの顧客動向等現時点で想定できる事象を考慮し、売上高18,300百万円、営業利益1,300百万

円、経常利益1,430百万円、親会社株主に帰属する当期純利益960百万円と予想しております。
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（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様に対して安定した配当を継続的に行うことを重要な経営課題の一つとして考えております。

　配当政策につきましては、利益の状況、将来の事業展開などを総合的に判断して適切な利益配分を行うことを基

本方針としております。今後につきましては、経営成績および財政状態を勘案した上で、配当性向50％を目処に利

益還元を行ってまいります。

　当期の配当につきましては、当初１株当たり22円の配当を予定しておりましたが、基本方針ならびに当期の業績

を勘案した結果、１株につき１円を増配し、１株当たり23円の配当を予定しております。

　また、次期の配当につきましては、年間で１株当たり24円の配当を予定しております。

なお、当社は「取締役会の決議により、毎年９月30日を基準日として中間配当をすることができる。」旨を定款

に定めております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用して

おります。

なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用については、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針

であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,681 5,731

受取手形及び売掛金 4,768 5,222

有価証券 1,000 1,000

商品及び製品 136 130

仕掛品 1,240 1,428

原材料及び貯蔵品 839 1,044

繰延税金資産 173 181

その他 220 201

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 14,056 14,938

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,393 4,442

機械装置及び運搬具（純額） 2,817 2,767

工具、器具及び備品（純額） 241 322

土地 2,701 2,702

建設仮勘定 2 1

有形固定資産合計 10,156 10,236

無形固定資産

その他 142 147

無形固定資産合計 142 147

投資その他の資産

投資有価証券 354 399

長期貸付金 24 21

繰延税金資産 424 417

その他 88 97

貸倒引当金 △1 △0

投資その他の資産合計 890 936

固定資産合計 11,188 11,319

資産合計 25,245 26,257
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,178 2,717

短期借入金 383 382

1年内返済予定の長期借入金 72 38

リース債務 25 23

未払金 686 1,117

未払費用 777 880

未払法人税等 318 228

賞与引当金 280 301

役員賞与引当金 27 31

その他 794 326

流動負債合計 5,545 6,047

固定負債

長期借入金 108 60

リース債務 27 16

繰延税金負債 8 15

役員退職慰労引当金 1 0

退職給付に係る負債 1,710 1,716

その他 7 2

固定負債合計 1,863 1,812

負債合計 7,409 7,860

純資産の部

株主資本

資本金 164 164

利益剰余金 17,492 17,985

自己株式 － △0

株主資本合計 17,656 18,149

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 102 123

為替換算調整勘定 183 220

退職給付に係る調整累計額 △105 △94

その他の包括利益累計額合計 179 248

純資産合計 17,836 18,397

負債純資産合計 25,245 26,257

決算短信（宝印刷） 2018年05月10日 09時17分 8ページ（Tess 1.50(64) 20180315_01）



冨士ダイス株式会社(6167) 平成30年３月期 決算短信

7

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 16,648 17,990

売上原価 12,429 13,342

売上総利益 4,218 4,648

販売費及び一般管理費 3,056 3,182

営業利益 1,161 1,465

営業外収益

受取利息 9 9

受取配当金 7 10

受取賃貸料 24 23

補助金収入 5 5

その他 20 10

営業外収益合計 67 59

営業外費用

支払利息 15 11

為替差損 6 24

その他 12 16

営業外費用合計 34 52

経常利益 1,194 1,473

特別利益

固定資産売却益 16 5

その他 0 0

特別利益合計 17 6

特別損失

固定資産売却損 2 1

固定資産除却損 23 25

減損損失 30 129

特別退職金 44 －

特別損失合計 100 155

税金等調整前当期純利益 1,111 1,323

法人税、住民税及び事業税 334 397

法人税等調整額 △79 △7

法人税等合計 255 390

当期純利益 855 932

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 855 932
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

当期純利益 855 932

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 53 21

為替換算調整勘定 △47 37

退職給付に係る調整額 38 10

その他の包括利益合計 44 68

包括利益 899 1,001

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 899 1,001

非支配株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 164 17,077 － 17,241

当期変動額

剰余金の配当 △440 △440

親会社株主に帰属する

当期純利益
855 855

自己株式の取得 － －

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － 415 － 415

当期末残高 164 17,492 － 17,656

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 48 230 △143 135 17,376

当期変動額

剰余金の配当 △440

親会社株主に帰属する

当期純利益
855

自己株式の取得 －

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
53 △47 38 44 44

当期変動額合計 53 △47 38 44 459

当期末残高 102 183 △105 179 17,836
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当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 164 17,492 － 17,656

当期変動額

剰余金の配当 △440 △440

親会社株主に帰属する

当期純利益
932 932

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － 492 △0 492

当期末残高 164 17,985 △0 18,149

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 102 183 △105 179 17,836

当期変動額

剰余金の配当 △440

親会社株主に帰属する

当期純利益
932

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
21 37 10 68 68

当期変動額合計 21 37 10 68 561

当期末残高 123 220 △94 248 18,397
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,111 1,323

減価償却費 1,007 1,069

減損損失 30 129

賞与引当金の増減額（△は減少） 54 20

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 17 4

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 7 12

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6 △1

受取利息及び受取配当金 △17 △19

支払利息 15 11

固定資産売却損益（△は益） △14 △4

固定資産除却損 23 25

特別退職金 44 －

損害賠償損失 － 3

売上債権の増減額（△は増加） △415 △444

たな卸資産の増減額（△は増加） 320 △386

仕入債務の増減額（△は減少） 276 527

未払金の増減額（△は減少） △32 245

未払費用の増減額（△は減少） 17 102

その他 △98 91

小計 2,342 2,710

利息及び配当金の受取額 18 16

利息の支払額 △16 △11

特別退職金の支払額 △36 △8

損害賠償金の支払額 － △3

法人税等の支払額 △78 △468

法人税等の還付額 59 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,289 2,234

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △195 △214

定期預金の払戻による収入 189 190

投資有価証券の取得による支出 △13 △14

投資有価証券の売却による収入 2 0

有形固定資産の取得による支出 △1,782 △1,608

有形固定資産の売却による収入 35 7

無形固定資産の取得による支出 △88 △27

固定資産の除却による支出 △22 －

貸付けによる支出 － △0

貸付金の回収による収入 8 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,866 △1,664
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 381 382

短期借入金の返済による支出 △381 △382

長期借入れによる収入 77 －

長期借入金の返済による支出 △71 △84

リース債務の返済による支出 △36 △23

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △440 △440

財務活動によるキャッシュ・フロー △471 △547

現金及び現金同等物に係る換算差額 △28 11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △76 33

現金及び現金同等物の期首残高 6,583 6,506

現金及び現金同等物の期末残高 6,506 6,539
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

当社グループの事業セグメントは、耐摩耗工具関連事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグ

メント情報の記載を省略しております。

(関連情報)

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

　 (単位：百万円)

　 日本 　 アジア 　 その他 　 合計

14,176 2,194 277 16,648

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

　 (単位：百万円)

　 日本 　 アジア 合計

8,969 1,186 10,156

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、

記載はありません。

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

　 (単位：百万円)

　 日本 　 アジア 　 その他 　 合計

15,055 2,522 412 17,990

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

　 (単位：百万円)

　 日本 　 アジア 合計

9,300 936 10,236
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３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、

記載はありません。

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

該当事項はありません。

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成 28年 ４月１日
至 平成 29年 ３月31日)

当連結会計年度
(自 平成 29年 ４月１日
至 平成 30年 ３月31日)

１株当たり純資産額 891円81銭 919円90銭

１株当たり当期純利益金額 42円76銭 46円63銭

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　 ２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成 28年４月１日
至 平成 29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成 29年４月１日
至 平成 30年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 855 932

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

855 932

普通株式の期中平均株式数(株) 20,000,000 19,999,992

　 ３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 17,836 18,397

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) － －

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 17,836 18,397

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

20,000,000 19,999,964

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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